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トラフグ標識作業と放流
トラフグといえば、下関が有名ですが、県内でも志摩市で水揚げされたものを「安乗ふぐ」としてブランド化されており、単価が高い高級魚として注目されています。この地域でも多い時で100トン近く水揚げされる事もあるこのトラフグ。伊勢湾・三河湾系群は伊勢湾、三河湾、遠州灘、熊野灘が生息海域とされ、春、伊勢湾口部で産卵することが確認されています。今回はトラフグの熊野灘海域での放流適地を探るため、三重県科学技術振興センター水産研究部が行う標識放流に参加しました。
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標識を付ける作業
　用いられたトラフグ種苗は６cm程度の大きさ。標識にはイラストマーと呼ばれる医療にも使われる着色シリコン樹脂が用いられます。今回は前日と合わせて２万尾に標識を付けるので大勢の方が参加していました。トラフグは小さくても歯が付いているので、噛まれるのを防ぐため、手袋をつけています。
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標識されたトラフグ
　今回は左側に緑色のイラストマーを付けました。胸びれの基部に付けられている事が多いようです。
　標識後、表皮に色素が沈着しても紫外線ランプを当てると識別出来るようになっています。青く光る懐中電灯のようなランプを持って大きなサングラスのような眼鏡を掛けた調査員が市場に居ましたら、標識トラフグが水揚げされてないか調べているところですので、ご協力をお願いします。
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活魚車への積み込み
　標識を付けられたトラフグ種苗は、翌日、放流場所である矢口浦へ運ぶため、活魚車に積み込まれました。
　金属枠一杯に広げられていた網は一方に絞られ、岸壁に設置されているクレーンに取り付けられたキャンバス付き水揚げ容器にタモ網で入れられ、活魚車に移し替えられます。
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活魚車の中の様子
　イラストマーを付けたトラフグが元気に泳いでいました。今回は２回に分けて搬送されました。
　写真は活魚車の確認用窓からの見た様子です。
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放流の様子
　活魚車からホースを使ってコンクリート突堤下の海中に放出されました。
　海中では水流で目を回して、暫く泳ぎ出さない個体もまれに見られましたが、すぐに動きだし、集団になって泳ぎ去りました。
　水が少なくなるとバケツで掬って放流されました。
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放流後のトラフグ
　元気に沖の深みに向かって泳いでいきました。　
　トラフグ種苗が放流されだしたのは意外に早く昭和62年から。平成10年頃までは10万～20万尾前後、その後は30万尾前後が放流されています。当初はアンカー型タグによる標識が行われていましたが、小型魚への標識が困難であること、脱落などにより長期の追跡が困難であることが分かってきたため、平成12年からイラストマー標識が用いられるようになってきました。三重県でのイラストマー標識魚の放流尾数は２万～３万尾。これまで熊野灘海域で放流されたトラフグが再び水揚げされた（市場で標識魚として確認された）割合は0.3～0.4％。一方、伊勢湾で放流されたものは10％を超える場合もあった事から、伊勢湾が放流適地と認識されています。ただ、熊野灘で水揚げされるトラフグは伊勢湾で放流された魚は見られず、熊野灘で放流されたもののみである事から、熊野灘でトラフグの水揚げを確保するためには熊野灘で放流する事が望ましいとの報告があります。
トラフグは成長が早く、今回放流したトラフグがこの地域で市場に並ぶのは来期から。トラフグの放流効果を正確に見極めるためにも、もしイラストマーを付けたトラフグを見かけたらお知らせ下さい。そして、市場での標識魚調査にご協力下さい。
